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常願寺川水系河川整備計画の点検

資料1-2
※本資料は、12/5に開催しました「第２回常願寺川水系流域委員会」で各委員より頂いたご意見を踏まえて、

以下の修正内容を反映後の資料です。
・資料p18 図3.3.3における検討項目「①動植物の生息・生育の状況」に対する決定根拠等の記載を下記の

とおりとしました。
「アユ、サクラマス、サケ、ウグイ等の産卵・移動に必要な流量。」
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１．河川の概要 （１）流域の概要

◼ 常願寺川は、富山県南東部に位置し、その源を富山県富山市北ノ俣岳(標高2,661m)に発し、立山連峰の山間部にて称名川、和
田川等の支川を合わせながら流下し、富山平野を形成する扇状地に出て北流し、富山市東部を経て日本海に注ぐ。（図1.1.1、
写真1.1.1）

◼ 河床勾配は山地部で約1/30、扇状地部で約1/100 と、我が国屈指の急流河川である。（図1.1.2）

河口より上流方向を望む（R3.11撮影）(写真1.1.1)

■常願寺川の諸元
流域面積（集水面積）：368km2

幹川流路延長  ：56km
流域内人口   ：約2.9万人
想定氾濫区域面積  ：約142.3km2

想定氾濫区域人口  ：約26.8万人
想定氾濫区域内資産額：約6,200億円
流域市町    ：富山市、立山町

（平成22年（2010年）調査を基に算出）

上流域の山地部：流域の約73%が標高1,000ｍ以上の高地であり、急峻な地形。

下流域の扇状地部：富山市上滝を扇頂とする常願寺川扇状地が形成。
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１．流域の概要 （２）主な災害

◼ 安政5年（1858年）の飛越地震により、上流の立山カルデラを形成する鳶山一帯が崩落し河道閉塞が発生。その後河道閉塞が
決壊し、大量の土砂とともに洪水流が下流域へ流出して河川が荒廃した。 （図1.2.2）

◼ 近年では、平成10年（1998年）8月に瓶岩流量1,545m3/sを記録する洪水が発生。護岸・根固めの流失、河岸侵食などの被害が
生じた。 （表1.2.1、図1.2.1）

発生年月日 発生要因
日置、瓶岩地点

実測流量
被災状況

安政 5年(1858年) 4月 地震 不明
2 月25 日の大地震による水源地の大鳶・小鳶の山峰が崩壊し川筋を塞ぎ、3 月13 日溢水、4 月
26 日遂に大決壊死者140 人、負傷者8,945 人、家屋流出1,603 戸

明治24年(1891年) 7月洪水 集中豪雨 不明 堤防破堤延長約6,700m、流出田畑約700ha

大正 3年（1914年） 8月 (台風) 不明
瓶岩量水標6.4m
死者1 人、負傷者1 人、堤防の破堤2,850m、堤防の欠壊3,450m、氾濫面積5,493ha、田畑流失埋
没1,020ha、宅地 流失埋没180ha、浸水家屋910 戸、橋梁流失2 橋

昭和 9年（1934年） 7月 (梅雨前線) 日置流量：2,240m3/s 堤防の侵食等10 箇所、田畑流失4.9ha

昭和27年（1952年） 7月 (梅雨前線) 瓶岩流量：2,200m3/s 堤防破堤335m、堤防の侵食等8 箇所、田畑流失518ha、家屋浸水床上329 戸、 床下893 戸

昭和44年（1969年） 8月 (前線) 瓶岩流量：3,975m3/s 堤防破堤150m、堤防の侵食、護岸・根固の流出、水制4)の倒壊等16 箇所

平成 7（1995年）年 7月 (梅雨前線 瓶岩流量：1,237m3/s 根固の流出、河岸侵食等5 箇所 （最大被災延長400m、最大侵食幅200m）

平成10年（1998年） 8月 (梅雨前線) 瓶岩流量：1,545m3/s 護岸・根固の流失、河岸侵食等5 箇所 （最大被災延長240m、最大侵食幅40m）

平成17年（2005年） 6月 梅雨前線 瓶岩流量：1,720m3/s 河岸侵食8箇所

主な洪水(表1.2.1)

主な洪水被害(図1.2.1)

昭和44年(1969年)8月11日洪水

写真上）必死の水防活動で地域を水害から守った
写真下）岩峅野地先では洗掘・侵食により[越水なき破堤]

岩峅野地先（R18k付近）破堤箇所150m

平成10年（1998年）8月洪水 平成17年（2005年）6月洪水

市田袋地先（R3k付近）

被災箇所の河岸侵食状況 

大鳶崩れ(図1.2.2)

安政5年（1858年）の飛越地震により、常願寺川上流の立山カルデラ
内で大崩壊により発生した河道閉塞が崩壊、大量の土石流により甚
大な人的被害と河床上昇を引き起こした。（死者140名、負傷者8,945
名、流出家屋1,603戸、流出した土砂約2億m3）

安政五年常願寺川非常洪水山里変地之
模様見取図「里方図」 

■当時の土石流
の氾濫範囲
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河床の局所洗掘により傾く水制工 

大島地先（L10.6k付近）
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白岩川を分離
→ 河口付け替え

左岸堤新設 左岸堤新設及び改修

既設右岸堤の改修

右岸堤新設及び改修

横江堰堤

取水施設の合口化

●●

佐々堤

殿様林

河口部を直線化し、
白岩川を分離

白岩川

霞堤位置
3.3k
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左岸堤新設 左岸堤新設及び改修

２．事業概要 （１）事業の経緯

◼明治時代に、県事業としてﾖﾊﾈｽ・ﾃﾞ・ﾚｰｹ技師の治水計画(河口部直線化、白岩川分離、霞堤設置、合口取水化を実施。（図2.1.1､図2.1.2）
◼昭和には、ﾋﾟｽﾄﾙ型水制等巨大水制の施工や天井川解消のためのﾀﾜｰｴｷｽｶﾍﾞｰﾀによる大規模な河床掘削等を実施。（図2.1.3、図2.1.4）
◼昭和42年(1967年)の直轄編入後、昭和50年(1975年)の工事実施基本計画、平成17年(2015年)の河川整備基本方針において、基準地点瓶岩

における計画高水流量4,600m3/sとし、これまで急流河川対策（護岸根継工、前腹付け工）を優先的に進めている。

・越中守護職佐々成政が、富山市馬瀬口地先
に富山城下を守るために堤防を築造したのが
本格的な治水事業のはじまりとされる。

・江戸時代には、富山藩の六代藩主前田利與
が、洪水対策の水防林として松を植えさせた
という記録があり、現在も「殿様林」として、松
の木が100本ほど残る。 

明治以前の改修 明治時代の改修 昭和時代の改修

・近代的な治水事業は、県事業として明治24年（1891年）に計画さ
れた、オランダ人技師ヨハネス・デ・レーケによる治水計画（河口
～上滝）に始まる。

・同計画では、河口で右岸側に湾曲して白岩川に合流していた流
れを直線化して白岩川から分離させた。また、堤防の弱点であっ
た用水毎の取水口を扇頂部での合口取水とした。さらに、大幅
引堤、堤防改築等を実施し、明治26年（1893年）に完了した。

・昭和9年（1934年）7月洪水を契機に、昭和11年（1936年）より内務省直轄河
川として、掘削、築堤、護岸水制を設置。

・常願寺川の堤防、護岸、水制等の施設は、ほとんどが昭和20～30年代に施
工されたものであり、コンクリートを使用した巨大水制『ピストル型水制』や根
固工が開発され、現在では全国の急流河川で利用されている。

・昭和24年（1949年）～昭和42年（1967年）にかけて、天井川解消のためにタ
ワーエキスカベータによる大規模掘削が実施された。

常願寺川では、治水機能を有する霞堤（上
滝から下流の右岸６箇所、左岸８箇所に現
存；左岸16.0k、右岸5.7k、12.4k以外は開
口）の保全が行われている。

現存する霞堤（11.5k）

破堤した場合の
氾濫水の流れ

常願寺川の霞堤(図2.1.1)

巨大水制群の整備(図2.1.4)
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常願寺川：8.200km

20.0

22.0

24.0

26.0

28.0

30.0

32.0

34.0

36.0

38.0

40.0

-100 0 100 200 300 400 500 600 700

距離[m]

標
高
[
T
.
P
.
m
]

s22

h23

HWL

堤防、護岸、洪水流を制御するために、コンクリートを使用
した巨大水制がS20年代から開発された。

常願寺川左岸13kmのピストル型水制(S25完成)

平均河床高の変化
※堤内地盤高はH20測量成果

タワーエキスカベータによる大規模掘削
(図2.1.3)

巨大水制は、ピストル型水制以外にも方形ブロック水
制、ポスト水制などがあり、左岸に58基、右岸に73基
が設置されている。

S22平均河床高-堤内地盤高(左岸)

天井川区間を大幅に解消
H23平均河床高-堤内
地盤高(左岸)

天井川を解消

立山町
(右岸)

富山市
(左岸)

ヨハネス・デ・レーケの治水計画図（写）(図2.1.2）
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２．事業概要 （２）河川整備計画の概要 ①河川整備の基本的な考え方
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［河川整備計画の策定：平成21年（2009年）11月］

［計画の対象区間］

常願寺川水系における国土交通省の管理区間（大
臣管理区間）である21.5kmを対象とする。

［計画の対象期間］

本計画の対象期間は、概ね30年間とする。
※策定後の状況変化や新たな知見、技術の進捗な
どにより、必要に応じて適宜見直しを行う。
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●上市雨量観測所（気象庁）

富山雨量観測所
（気象庁）

日置

本計画は、河川法の三つの目的が総合的に達成で
きるよう、河川法第１６条に基づき、平成21年11月
に策定された「常願寺川水系河川整備基本方針」に
沿って、河川法第１６条の二に基づき、当面実施す
る河川工事の目的、種類、場所等の具体的事項を
示す法定計画である。

［河川法の三つの目的］
１）洪水、高潮等による災害発生の防止
２）河川の適正利用と流水の正常な機能の維持
３）河川環境の整備と保全 

計画対象区間
L=21.5km

計画対象区間(図2.2.1)

立山カルデラ



２．事業概要 （２）河川整備計画の概要 ②河川整備計画の目標
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◼ 常願寺川水系河川整備計画では、「暴れ川を治め、地域に恵みと学びをもたらす常願寺川」を基本理念とし、「川づくり」に取り

組むこととしている。

〔洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する目標〕
• 急流河川特有の洪水時のエネルギーに対する堤防の安全性を確保するた

め、急流河川対策を行い、氾濫被害の防止を図る。また、今後とも急流河川
対策の研究・開発を進める。

• 計画規模の洪水（瓶岩地点：4,600m3/s）が越流したり、浸透により堤防が決
壊したりしないよう河道整備を進める。

• 上流域の砂防事業とも連携し、急流河川の土砂動態の解明に向けた調査・
研究に取り組む。

• 河川の増水や堤防が決壊した場合の氾濫域の拡大が急激であることを踏ま
えて、ハード・ソフト両面での水防管理体制の強化・充実を推進し、被害を最
小化する「減災」を図る。

• 近年、隣県で頻発している能登半島沖地震、中越沖地震に鑑み、地震によ
る損傷・機能低下の恐れのある河川管理施設について必要な対策を実施し、
地震後壊滅的な浸水被害を防止する。

〔流水の適正な利用及び正常な機能の維持に関する目標〕
• 継続的な水質調査及び関係機関との連携により、良好な

水質の維持に努める。
• 河川水の伏没・還元機構に関する調査・研究を継続し、

正常流量の定まっていない上流区間において必要な流
量を環境面等から明らかにし、適正な流量の確保に努め
る。また、水利用に伴う減水区間については緩和に向け、
引き続き関係水利使用者等との調整を実施していく。

〔河川環境の整備と保全に関する目標〕
• 礫床に棲む植生・魚類や下流部の水辺の自然環境、石の河原等の河

川景観を保全する。また、流域内の生物の生息・生育環境の連続性確
保に努める。

• 先人の知恵や工夫、常願寺川がもたらす脅威、恵み、楽しさを人々が
理解、享受できるよう、流域の歴史・物語の追体験や恩恵の体感など、
ソフト面も含む整備・保全を図る。

• 常願寺川の有する機能が発揮されるよう効果的かつ効率的な維持管
理を実施し、堤防や樋門等の河川管理施設、河道及び河川空間が本
来もっている機能を十分発揮できるような良好な状態を継続させていく。

← 4,600

瓶岩
■

上滝
●

単位：m3/s
■：基準地点
●：主要な地点

日
本
海



２．事業概要 （２）河川整備計画の概要 ③洪水による災害の防止又は軽減

◼ 急流河川特有の流水の強大なエネルギーに対する堤防の安全を確保するための「急流河川対策」の他、計画規模の洪水

（4,600m3/s）が越流したり、浸透により堤防が決壊しないように「堤防整備」「河道掘削」「浸透対策」を実施する。（図2.2.2､図2.2.3）
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想定される洗掘深に対して護岸の根入れが不十分な箇所や、高水敷が狭く堤
防前面の側方侵食に対して十分な幅が無い地点等、特に危険な地点について
緊急性の高い地点から、順次、根継ぎ護岸工や前腹付工及び巨石を用いた河
岸侵食対策などの急流河川対策を実施する。

ボーリング調査や築堤履歴、浸透による被災実績等の調査を行い、浸透流
解析等により安全性の照査を行う。浸透による安全性が確保されない堤防
においては、急流河川対策や堤防の量的整備との調整を図りながら量的・
質的ともにバランスのとれた堤防整備を推進する。

既設護岸

根継ぎ護岸

侵食を受けても短時間で破堤に
至らないよう「ねばり」を持たせる

H.W.L

河岸侵食河岸侵食河岸侵食河岸侵食 堤 防

堤防前腹付工

洪水中に河床低下すると
想定される河積

河道掘削によって確保
する河積

HWL

出水時の河床低下を見込んだ管理河
床高の設定

浸透対策イメージ

根継ぎ護岸

前腹付工

急流河川特有の流水の強大なエネルギーに対する堤防の安全確保(図2.2.2） 洪水の越流・浸透への対応(図2.2.3）

堤防の高さや幅が不足している箇所において堤防整備を実施する。

流下能力が不足する河口部において、計画規模の洪水が越流しないよう、必
要に応じて河道掘削を実施する。ただし、洪水中の河床低下による河積の増
大については、モニタリング調査を実施した上で、適正かつ必要な河床掘削
断面を設定する。

浸透対策

堤防整備

河道掘削

「急流河川」常願寺川の土砂動態の解明

上流域の砂防事業とも連携し、急流河川の土砂動態の解明に向けた調査・研
究に取り組む。

急流河川対策



２．事業概要 （２）河川整備計画の概要 ④事業位置
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常願寺川水系河川整備計画での整備一覧表(表2.2.1) 位置図(図2.2.4)

施工の場所 区間 整備延長(m) 左右岸別 備考

右岸：富山市水橋辻ヶ堂地先
～富山市水橋市田袋

左岸：富山市横越地先
～富山市町袋地先

0.0k～3.0k 3,000 - 河道掘削
河積確保を図るため

ただし洪水時の河床低下量
を調査した上で実施

富山市水橋辻ヶ堂地先 0.0k～1.3k 1,300 右岸
堤防の質的整備

（浸透対策）
浸透に対する堤防強化を図
るため

富山市水橋辻ヶ堂地先
～富山市水橋新保地先

1.3k～2.0k 700 右岸
堤防の質的整備

（浸透対策）
浸透に対する堤防強化を図
るため

富山市平榎地先
～富山市町袋地先

2.0k～3.1k 1,100 左岸
堤防の質的整備

（浸透対策）
浸透に対する堤防強化を図
るため

富山市水橋市田袋地先
～富山市水橋芝草地先

2.8k～3.7k 1,100 右岸 急流河川対策
急流河川の特徴を踏まえた
堤防強化を図るため

富山市町袋地先
～富山市一本木地先

3.3k～4.8k 1,500 左岸
堤防の質的整備

（浸透対策）
浸透に対する堤防強化を図
るため

富山市町袋地先
3.3k 300 左岸 急流河川対策

急流河川の特徴を踏まえた
堤防強化を図るため

富山市町袋地先
～宮成新地先

4.0k～4.2k 300 左岸 急流河川対策
急流河川の特徴を踏まえた
堤防強化を図るため

富山市水橋芝草地先
～富山市水橋二杉地先

4.2k～4.4k 600 右岸 急流河川対策
急流河川の特徴を踏まえた
堤防強化を図るため

富山市水橋常願寺地先 4.8k～5.3k 700 右岸 急流河川対策
急流河川の特徴を踏まえた
堤防強化を図るため

富山市一本木地先
～富山市向新庄町地先

5.5k～5.7k 300 左岸 急流河川対策
急流河川の特徴を踏まえた
堤防強化を図るため

富山市日俣地先 6.8k付近 100 左岸 堤防整備 堤防断面不足のため

富山市日俣地先
～富山市朝日地先

6.8k～8.2k 1,600 左岸 急流河川対策
急流河川の特徴を踏まえた
堤防強化を図るため

富山市西芦原地先 8.4k～9.1k 600 右岸 急流河川対策
急流河川の特徴を踏まえた
堤防強化を図るため

富山市朝日地先 9.1k付近 100 左岸 急流河川対策
急流河川の特徴を踏まえた
堤防強化を図るため

立山町利田地先
～立山町日置地先

9.2k～10.1k 900 右岸
堤防の質的整備

（浸透対策）
浸透に対する堤防強化を図
るため

富山市大島地先 9.7k～10.0k 400 左岸 急流河川対策
急流河川の特徴を踏まえた
堤防強化を図るため

立山町日置地先 10.2k～10.6k 600 右岸 急流河川対策
急流河川の特徴を踏まえた
堤防強化を図るため

富山市大島地先 11.5k付近 100 左岸 急流河川対策
急流河川の特徴を踏まえた
堤防強化を図るため

富山市西番地先 13.5k付近 300 左岸 急流河川対策
急流河川の特徴を踏まえた
堤防強化を図るため

富山市西番地先 14.4k～14.6k 700 左岸 急流河川対策
急流河川の特徴を踏まえた
堤防強化を図るため

富山市三室荒屋地先 16.8k付近 300 左岸 急流河川対策
急流河川の特徴を踏まえた
堤防強化を図るため

富山市上滝地先 17.7k付近 100 左岸 堤防整備 堤防断面不足のため

※河道掘削は洪水時の河床低下量を調査した上で実施する。
※急流河川対策の事業実施箇所および工法は、澪筋の変動状況や低水路河床高、平面線形、高水敷高,幅や河床材料等の諸条件を踏まえ

て決定する。



◼ 常願寺川の良好な水質の維持に努めるとともに、適正な流量の確保に努める。（図2.2.5）
◼ 河川環境を保全し、流域内の生物の生息・生育環境の連続性確保するとともに、工事による環境影響の軽減等に努める。

◼ 歴史的・文化的施設の活用、河川空間の利活用、連携・協働による河川管理を推進するとともに、住民のニーズ等に応じた多

様な利用空間の創造に努める。 （図2.2.6、図2.2.7 ）

２．事業概要 （２）河川整備計画の概要
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良好な水質の維持

流況の改善(図2.2.5)

継続的な水質調査及び関係機関との連携により、良好な水質の維持に努める。

河川水の伏没・還元機構に関する調査・研究を継続し、正常流量の定まっていない
上流区間において必要な流量を環境面等から明らかにし、適正な流量の確保に努め
る。
また、水利用に伴う減水区間については緩和に向け、引き続き関係水利使用者等と
の調整を実施する。

横江堰堤下流の減水区間の状況

⑤流水の適正な利用及び正常な機能の維持 ⑥河川環境の整備と保全

歴史的・文化的施設の活用、河川空間の利活用、連携・協働による河川管理の推進
(図2.2.6)

歴史的な治水・利水施設、文化施設の分布状況

住民のニーズ等に応じた多様な利用空間の創造（河川空間の利活用) (図2.2.7)

河川環境管理基本計画に基づき、住民のニーズを踏まえた多様な利用空間の創造に努める。

サイクリングロード常願寺川公園 少年サッカー全国大会の風景

先人の知恵や工夫、常願寺川がもたらす脅威、恵み、楽しさを人々が理解、享受できるよ
う、流域の歴史・物語の追体験や恩恵の体感など、ソフト面も含む整備・保全を図る。

河川環境の保全、流域内の生物の生息・生育環境の連続性確保

礫床に棲む植生・魚類や下流部の水辺の自然環境、石の河原等の河川景観を保全
する。
また、流域内の生物の生息・生育環境の連続性確保に努める。

工事による環境影響の軽減等

河川水辺の国勢調査アドバイザー等の専門家の意見を伺うと共に、地域住民の意
見・要望も踏まえながら、河川が本来有している生物の生息・生育・繁殖環境、並び
に多様な河川風景への影響の回避、低減、代償を図るなど多自然川づくりを推進す
る。



２．事業概要 （２）河川整備計画の概要 ⑦河川の維持管理

◼ 河川の維持管理にあたっては、河川管理上の重点箇所や具体的な維持管理の内容を定めた常願寺川水系常願寺川維持管理
計画に基づき、河川の状態変化の監視、状態の評価、評価結果に基づく改善を一連のサイクルとした「サイクル型河川管理」に
よる維持管理を実施する。 （図2.2.8）

◼ 常願寺川の短時間で発生する洪水や氾濫の急激な拡大、中小洪水でも発生する河岸侵食等に対応するため、河川管理の高
度化と防災情報の質の向上、防災情報の伝達の迅速化を図る。
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［河川管理の高度化と防災情報の質の向上、防災情報の伝達の迅速化等］

◆水防管理体制の強化・充実
• 光ファイバー等を活用した河川管理の高度化、効率化を行い、管理面に

おいて従来の“点”の管理から“線”の管理への転換を図る。
• 水位計の縦断的な設置と水位予測システムの改良等により、防災情報

の質の向上に努める。
• 富山防災センターにおいて、災害発生時に迅速に復旧活動を行うための

資機材の備蓄を行い、水防活動に有効活用する。
• 関係機関が連携して行う水防訓練、重要水防箇所の巡視・点検及び水

防資材の備蓄を行う。

◆地域の方々への防災情報の伝達の迅速化と伝え方の工夫
• 水位情報・CCTV画像等の情報を充実させるとともに、カラー量水板など

情報の受け手の立場に立った分かりやすい情報提供を行う。
• 急激な水位の増加に対し、河川利用者への警報施設等の連絡体制を整

える。
• 洪水の予測を行い気象台と共同して迅速に洪水予報を発令、水防警報

を迅速に発令し、円滑な水防活動の支援や災害の未然防止を図る。
• 河川空間の安全利用に関する啓発活動、関係機関や地域住民等に対し

て行われる災害時の避難方策等の防災・安全教育を支援する。
• 蓄積した水文情報や環境情報等の公開、提供に努めるとともに、市町村

が行う洪水ハザードマップの作成のための技術的支援を行う。
［河道・河川管理施設の維持管理（評価・改善）］
①河道堆積土砂の撤去等による安定河道の維持・保全
②流水を阻害する樹木の管理（樹木伐採）
③護岸、堤防等の損傷・変状の早期発見、調査・評価、機動的かつ効率
的な補修の実施
④堤防の異常を早期発見するための堤防除草
⑤樋門・樋管及び用排水機場の維持管理

サイクル型維持管理計画のイメージ

維持管理計画
・各河川の規模や特性に応じて
維持管理計画を作成

評 価
【データから状態を評価】

監 視
【データの取得とストック】

・河川巡視、施設点検、流量

観測、測量等

→ 河川カルテ（ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化）

改 善
【監視、評価に基づき改善】

・河道管理（樹木伐採 等）

・堤防、護岸管理（補修 等）

・施設管理（補修・更新 等）

地域社会

協働実施
情報共有

［河川・河川管理施設の巡視・点検、河川の調査（監視）］
◆河川・河川管理施設の巡視・点検（監視）
＜平常時＞堤防・河岸侵食等の状況把握、不法占用への注意・指導等
＜洪水時＞流水の状況、堤防、河岸、護岸等の状況把握

◆河川の調査
①河道状況の調査（縦横断測量、平面測量、空中写真撮影等）
②水文観測（雨量、水位・流量）
③洪水後（洪水時）の調査（空中写真撮影、河床材料調査等）
④河床変動メカニズムの研究

サイクル型維持管理(図2.2.8)

サイクル型維持
管理のイメージ

［大量の土砂流出への対応（大規模地震等への対応）］
• 地震や洪水によって大量の土砂が流出した場合には、関係機関の連携

のもと迅速かつ適切な情報の収集・伝達を実施するともに、河川管理施
設等の点検を行い、二次災害の防止を図る。



２．事業概要 （２）河川整備計画の概要 ⑦河川の維持管理
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［水質調査の継続実施等］
• 定期的に水質を把握するとともに、関係機関等と連携を図り、良好な

状態にある常願寺川の水質の維持に努める。

［水質事故時の対応］
• 利水及び環境への被害を最小限に止めるため、「富山一級水系水質

汚濁対策連絡協議会」を通じた情報伝達を行うとともに、関係機関と連
携して水質事故の被害拡大防止に努める。

［流況等のモニタリング］
• 流水の正常な機能が維持されるよう、河川の縦断的な流況モニタリン

グを実施する。

• 関係機関と連携した適切な流量の確保に努める。

［関係水利用者との渇水調整］
• 渇水対策が必要になった場合には、常願寺川渇水情報連絡会におい

て情報伝達・共有を図り被害拡大防止に努める。

［正常流量設定に向けた調査］
• 河川水の伏没・還元機構に関する調査・研究を実施する。
• 必要な流量を環境面等から明らかにし、適正な流量の確保に努める。

［環境モニタリング］

• 河川環境を適切に把握していくため、河川水辺の国勢調査や多自然
川づくり追跡調査を継続して実施する。

• 必要に応じて工事中のモニタリングや学識者の指導を得ながら検討を
行い、対策を実施する。

［地域と連携・協働する河川管理］
• 市民団体、非営利機関（NPO）、地域住民等の協力を得て河川の維持

管理を行う。
• 川の安全や美化に対するモラルの向上と川のより良い利活用を促進す

るため、学校教育や自治体広報誌等を用いて河川愛護意識の啓発を
行う。

• 沿川自治体等と連携して不法占用、ごみの不法投棄等の解消に努め
る。

• 河川公園等の河川利用施設の適正な利活用を促進するため、積極的
な情報提供に努める。

• より良いかわづくりを進めるため、河川の現地見学会やシンポジウム
等を開催し、地域住民の意見聴取に取り組む。

◼ 河床変動の要因となる土砂動態については未だ不明な点があるため、実態把握のためのモニタリングを行い、その成果に基づ
き、土砂生産域から河口まで健全な流砂系が維持されるよう、総合的な土砂管理計画の立案に努める。

◼ 地震等により大量の土砂流出が発生した場合には、適切な対応をとり二次災害の防止を図る。
◼ 定期的に水質を把握するとともに、関係機関と連携して良好な水質の維持および水質事故発生時の被害最小化に努める。
◼ 流水の正常な機能を維持するための流況モニタリング、正常流量設定に向けた調査、環境モニタリングを実施する。
◼ 地域と連携・協働し、川の安全や美化に対するモラルの向上と川のより良い利活用、河川空間の適正な利用、地域に根ざした

より良いかわづくりを促進する。

[土砂動態のモニタリングと総合土砂管理］
◆土砂動態のモニタリング
• 砂防事業とも連携を図りつつ、土砂動態の実態を把握するための調

査・検討を行う。

◆総合土砂管理
• 土砂生産領域から河口までの健全な流砂系が維持できるよう関係機

関と連携して総合的な土砂管理計画の立案に努める。

陸上昆虫調査 植生調査 魚類調査底生動物調査



３．河川整備の実施に関する事項の進捗状況 （１）事業の進捗状況

◼ 河川整備計画策定以降、水橋地区・朝日地区・西ノ番地区・上
滝地区の急流河川対策等の整備を実施。

◼ 令和4（2022）年度末時点の大臣管理区間において堤防が必要
な延長に対する計画断面堤防の堤防整備率は約73％。

◼ 現在は、利田地区・日置地区の急流河川対策を実施中。
◼ 当面の事業（令和10年（2028年）3月まで）では、利田地区・日置

地区・一本木地区の急流河川対策と、上滝地区の築堤を実施。 
（図3.1.1、図3.1.2 、図3.1.3 ） 
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整備進捗状況位置図(図3.1.3)

根固め工部ブロックの据付

着手前

根固工

根継ぎ護岸 （既設護岸）

急流河川対策実施状況 (図3.1.1)

利田地区（右岸8.4k～9.1k） 急流河川対策

河川整備計画の事業展開 (図3.1.2)

根固め工部ブロックの据付着手前

既設
護岸

根継ぎ
護岸

根固工
根固工

急流河川対策
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要対策：100％

要対策：92％

要対策：47％

要対策：35％

要対策：34％

平成21年（2009年）11月
河川整備計画策定

1.0k
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11.1k10.0k 13.1k12.0k
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◼ 急流河川の洗掘・側方侵食に対する安全評価（堤防抵抗力評価）や災害ポテンシャルを踏まえ、順次、急流河川対策を進めてい
る。（図3.2.1、図3.2.2）

◼ 堤防抵抗力評価が低い箇所（Bランク以下）で対策することとしており、16箇所中10箇所が完成。（図3.2.1、表3.2.1）
◼ 令和4年(2022年)度末時点で、堤防抵抗力評価がＢランク以下の箇所は堤防全体の34％まで減少。（図3.2.3）
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堤防抵抗力評価の考え方(図3.2.2)

河川整備計画の急流河川対策位置図（図3.2.1）

堤防抵抗力評価とは、「急流河川の洗掘・側方侵食に対する安全評価 手引き書（案） 平成16年11月 国土交
通省 北陸地方整備局 河川計画課」に基づき、堤防の洗掘・侵食に対する安全性を評価するもの。

河道の細分セグメント区分

区間別・要因別の側方侵食（α=b/hm)、
洗掘実績包絡値（β=hs/hm）算出

計画高水流量流下後
平均河床高の算出
(1次元河床変動予測)

洗掘に対する
安全度評価

側方侵食に対する
安全度評価

河道内の安全度評価

初期河床の設定

① ②

③

・実績洪水による測線ごとの洗掘深hsと、細分セグメント内の
平均年最大流量での区間平均水深hmからβを算出。

・洗掘予測深＝β×hm より算定。

護岸基礎高より洗掘予測河床高が高い

護岸基礎高より洗掘すると予測される
が、根固めの変動で対応可能

評価c： 護岸基礎高より洗掘すると予測され、根
固めの変動でも対処不可能、また、護岸
がない場合

評価b：

評価a：評価b

評価c

評価a

根固工の屈撓角度は30°とする

①洗掘に対する安全度評価の考え方

②側方侵食に対する安全度評価の考え方

洗掘予測高

側方侵食予測幅 ・実績洪水による測線ごとの侵食幅bと、細分セグメント内の平均
年最大流量での区間平均水深hmからαを算出。

・側方侵食予測幅＝α×hm より算定。

③堤防抵抗力評価

堤防抵抗力の評価フロー

安全側

安全側 危険側

河床洗掘（縦方向）と河岸侵食（横
方向）の安全度評価をもとに、堤防
の洗掘・侵食に対する安全性を総合
的に評価。

河川整備計画の急流河川対策施工箇所（表3.2.1）

事業実施に伴う堤防抵抗力評価の経年変化（図3.2.3）

工事の種類 施工箇所
実施状況

（R4末時点）

急流河川対

策（根継ぎ

護岸工）

右岸2.8～3.7k 水橋地区 完成

左岸3.3k 一本木地区 未実施

左岸4.0～4.2k 一本木地区 未実施

右岸4.8～5.3k 芝草地区 未実施

左岸5.5～5.7k 一本木地区 未実施

左岸6.8～8.2k 朝日地区 完成

右岸8.4～9.1k 利田地区 実施中

左岸9.1k 大島地区 完成

左岸9.7～10.0k 大島地区 完成

右岸10.2～10.6k 日置地区 実施中

左岸9.7～10.0k 朝日地区 完成

急流河川対

策（前腹付

工）

左岸11.5k 西ノ番地区 完成

左岸13.5k 西ノ番地区 完成

左岸14.2～14.6k 西ノ番地区 完成

左岸16.8k 上滝地区 完成

左岸17.1k 上滝地区 完成

：急流河川対策実施済み

：急流河川対策実施中

：急流河川対策未実施右岸4.2～4.4k
芝草地区

(H24年度完)

右岸2.8～3.7k
水橋地区

(H24年度完)

左岸9.1k
大島地区

(H26年度完)

左岸9.7～10.0k
大島地区

(H25年度完)

左岸6.8～8.2k
朝日地区

(H29年度完) 

左岸16.8k
上滝地区

(H22年度完)
左岸14.2～14.6k

西ノ番地区
（H23年度完）左岸3.3k

一本木地区

左岸17.1k
上滝地区

(Ｒ4年度完)

左岸11.5k
西ノ番地区
(H25年度完)

右岸8.4～9.1k
利田地区

右岸4.8～5.3k
芝草地区

左岸5.5～5.7k
一本木地区

左岸4.0～4.2k
一本木地区

右岸10.2～10.6k
日置地区

左岸13.5k
西ノ番地区
(H19年度完)

３．河川整備の実施に関する事項の進捗状況 （２）洪水による災害の防止または軽減
①急流河川特有の流水の強大なエネルギーに対する堤防の安全確保（急流河川対策）

※R4年末時点のB～Dの割合計34％うち23％は計画流量（4,600m3/s）
 流下時の水位が堤内地盤高よりも低いため整備対象外としている

※平成17年度の河道をベースに、事業の実施状況に伴う評価の推移を示したもの。



３．河川整備の実施に関する事項の進捗状況 （２）洪水による災害の防止または軽減
①急流河川特有の流水の強大なエネルギーに対する堤防の安全確保（急流河川対策）
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①急流河川対策を実施しない場合。
【河川整備計画着手時点（平成21年度末時点）】

②急流河川対策を実施した場合。
【現況（令和5年度末時点】

◼ 河川整備計画策定以降に実施された急流河川対策の整備により、令和5年度末時点では、計画規模の洪水（瓶岩地点：
4,600m3/s）を流下させた場合の想定氾濫被害が、浸水面積で1,904ha解消される。 （図3.2.4）

急流河川対策実施による事業効果(図3.2.4）

： 0.5m未満の区域

： 0.5m～1.0m未満の区域

： 1.0m～2.0m未満の区域

： 2.0m～5.0m未満の区域

： 5.0m以上の区域

浸水した場合に想定される水深

凡　　例

舟橋村

富山市

立山町

国道8号

舟橋村

富山市

立山町

国道8号

： 0.5m未満の区域

： 0.5m～1.0m未満の区域

： 1.0m～2.0m未満の区域

： 2.0m～5.0m未満の区域

： 5.0m以上の区域

浸水した場合に想定される水深

凡　　例

主な氾濫被害の減少範囲
急流河川対策実施済み

被害状況

浸水面積（ha） 3,934

急流河川対策を実施しない場合

急流河川対策を実施した場合

初期河床高

初期河床高

既設護岸根継ぎ護岸

洗堀予測河床高

洗堀予測河床高

既設護岸

洗掘予測河床高が護岸
基礎高よりも深く、護岸
が倒壊することで破堤
の恐れがある

護岸の深さを継ぎ足
して、根入れ深さを
確保する

被害状況

浸水面積（ha） 2,030

※計画規模の洪水発生を想定した場合に急流河川対策の実施地点を破堤させた氾濫シュミレーション結果



◼ 急流河川対策（根継ぎ護岸）を施工することにより、護岸沿いに流路が固定化し、新たな水衝部が発生する問題が発生し課題
となっている。（図3.2.5）

◼ 洪水流を滑らかに河岸際から離し、河岸際の侵食・洗掘を防ぐ効果がある新たな河岸防護技術（巨石付き盛土砂州を用いた河
岸防護工）を開発・適用し、急流河川対策と合わせて実施している。 （図3.2.6）

◼ 平成24年（2012年）7月の出水（約400m3/s）時には、巨石付き盛土砂州が洪水流を河道中央へと導き、その後も滑らかな流路
線形が維持されている。（図3.2.7）

３．河川整備の実施に関する事項の進捗状況 （２）洪水による災害の防止または軽減
②急流河川対策における課題への対応

図-2 「巨石付き盛土砂州を用いた河岸防護工」の構造

平均年最大流量時水位

中詰盛土工
（近傍の砂州等から採取）

根石工
（可能な限り
大粒径の
巨石）

根石は近傍最深河床高より
1/2～1/3程度根入れする

天端被覆工
（平均年最大流量規模
に対し流出しない）

石材法覆工
（平均年最大流量規模
に対し流出しない）

リップラップ工
（根石工と同様の材料）

リップラップ工

天端被覆工

根石工

中詰盛土工

石材法覆工

整備前の澪筋（R11.7k付近、H20） 整備後の澪筋（H25）

平常時～低水路満杯流量程度

高水敷が冠水する規模の流量

盛土

根石

巨石

横断イメージ

低水路満杯流量 盛土

根石

巨石

横断イメージ

澪筋に沿った流れ
→洗掘・侵食力中

澪筋をなめらかに河岸か
ら離す効果を発揮

流れのイメージ

流れのイメージ

澪筋に沿った流れ
→洗掘・侵食力大

洪水流は高水敷に乗るが、主
流は蛇行し、河岸からなめら
かに離す効果は維持

川底の形状に支配され、蛇行を伴った流れとなる
ため、河岸際に洗掘・侵食の力が強く作用する。

川底の形状に支配された蛇行を伴った流れとなり、
河岸際に働く洗掘・侵食の力が最も大きく作用す
る。

低水路満杯流量～高水敷が冠水する程度

流れのイメージ

流れのイメージ

急流河川対策（根継ぎ護岸）の課題 (図3.2.5)

出水時の状況（H24.7）

新たな河岸防護技術（巨石付き盛土砂州）の概要 (図3.2.6) 巨石付き盛土砂州の効果(図3.2.7)

巨石付き盛土砂州の施工状況

横断形状

流量規模別の考え方 15
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３．河川整備の実施に関する事項の進捗状況 （２）洪水による災害の防止または軽減
③「急流河川」常願寺川の土砂動態の解明

◼ 土砂生産域から河口、海岸まで健全な流砂系が維持されるよう、 総合土砂管理計画の策定を目指し、各領域における土砂管理
上の課題やモニタリング等により得られた情報を関係機関で継続的に共有している。（図3.2.8）

◼ 河道領域については、河川整備計画策定後の河床は概ね安定傾向にあるが、護岸沿いに流路が固定化する問題とその対策効
果、河口部における洪水時の河床低下現象を把握するため、モニタリング等を継続して実施している。（図3.2.8）
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総合土砂管理に向けた検討状況(図3.2.8）

総合土砂管理計画協議会幹事会

領域 土砂管理上の課題 実施中の対策 今後の対応方針

土砂生産・
流出領域 、
ダム領域

・上流域では現在でも
土砂生産が活発
・中流域では土砂を河
道域へ供給することが
必要

・生産土砂抑制としての砂防堰堤と
土砂調節を目的とした透過型砂防
堰堤の整備
・ハイドロフォン等による土砂移動観
測や河床変動測量の実施

・引き続き砂防堰堤の整備を推進
・モニタリングの継続実施

河道領域 ・護岸前面の局所洗掘
・河口部は土砂堆積に
より流下能力が不足

・巨石付き盛土砂州を用いた河岸防
護工の整備、モニタリング
・河口部のモニタリング

・モニタリングの継続実施

・出水時における河口部の河床低下等
の現象を把握した上で河道掘削を検討

海岸領域 ・海岸線汀線の後退 ・海岸侵食対策施設の整備（離岸堤、
人工リーフ等）により近年汀線は安
定傾向であるが、局所的に浜幅が
狭い箇所が残っている

・汀線後退部での海岸施設整備及び養
浜の実施
・モニタリングの継続実施

常願寺川流砂系における領域区分

1:20000

常
願
寺
川

海岸領域

水
橋
漁
港

岩
瀬
漁
港

土砂生産・流出領域、
ダム領域

8.6k

11.1k
大日橋

北陸自動車道河道領域

各領域における土砂管理上の課題と対策・対応方針

河道領域の分析

【年最大流量（瓶岩、計算値）】

【河道掘削、砂利採取量】

【平均河床高の変化】

河床の低下

安定

大規模な砂利採取終了
（H8ごろ）

土砂流出を続ける立山カルデラ
内部の崩壊地

【令和2年（2020年）衛星写真：google】

代表粒径縦断図

平成21年（2009年）11月
河川整備計画策定

平成21年（2009年）11月
整備計画策定



３．河川整備の実施に関する事項の進捗状況 （２）洪水による災害の防止または軽減
④河口部対策

◼ 河積不足により流下能力が不足する河口部（0.0ｋ～2.6k）において、洪水中の河床低下による河積の増大や、河口砂州がフラッ
シュ(※)される流量規模、洪水後及び経年的な土砂堆積のメカニズム等を明確にするため、各種モニタリング調査を実施中。

◼ 昭和44年（1969年）8月洪水でも、河口砂州がフラッシュされていることを確認しているが（図3.2.9、図3.2.10）、河床変化の推移等
のメカニズムは現時点で不明なため、引き続き河口部の状態把握に向けたモニタリング調査を継続し、メカニズムを把握した上で、
治水と環境の調和のとれた適正かつ必要な河床掘削断面を検討する。（表3.2.2）

モニタリング
項目

観測方法 場所、頻度、留意事項等 備考 観測開始

水位観測

基準点による水位観測 場所：常願寺橋（3.1k）、頻度：常時(2分ピッチ) 洪水時の水面変化の把握 H4年12月～

簡易水位計 場所：L0.0k、R0.5k、R0.8k、R1.3k、R1.7k、L2.6k

頻度：常時設置し、洪水時に観測

洪水時の水面変化の把握、砂州がフラッシュ(※)するタイミン

グの把握、出水時の再現粗度係数の把握

H21年5月～

測量

定期横断測量 場所：0.0k～21.5k、頻度：5年に1回程度 長期的な地形変化の把握

点群測量 場所：-0.26k～0.4k

頻度：①出水後、融雪出水後、②平均年最大流量

相当の出水後

①冬季風浪による砂州の挙動を確認（数年実施）

②洪水による河道形状の変化および海底地形の変化の把握

横断測量：H21年7月～

点群測量：R2年6月～

航空写真
撮影

航空機及びUAVからの

写真撮影

場所：河口部

頻度：①出水後・融雪出水後、②平均年最大流量

相当の出水後、③5年に１回程度（モザイク写真）

①冬季風浪による砂州の挙動を確認  （数年実施）

②洪水による河道形状の変化および海底地形の変化の把握

③長期的な河口部、地形変化の把握

H30年6月～

定点撮影 CCTVカメラによる撮影 場所：河口部、頻度：10分間隔 洪水時の河道変化状況の把握

河口部モニタリング項目(表3.2.2）

HWL, 2.44

-2.0

0.0

2.0

4.0

6.0

-50 0 50 100 150 200 250 300 350 400

(m)

(T
.P

.m
)

S43(出水前)

S44(出水後)

HWL

S44.8出水前後の河口部の状況(図3.2.9)

今川橋
0.0k

今川橋
0.0k

フラッシュされたと
考えられる範囲

S44.8出水
3,975m3/s

フラッシュされたと
考えられる範囲フラッシュされたと

考えられる範囲

S44.8出水前後の横断形状（0.0k)(図3.2.10)
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S43.11.2撮影 S44.10.30撮影

現況河道の管理

河口砂州の挙動
把握

河道計画への
反映

常願寺川河口CCTV

河口部モニタリング実施位置(図3.2.11）

：水位計設置箇所

UAVによる空中写真撮影範囲（-0.26～1.7k）

常願寺橋
水位観測所

点群測量範囲（-0.26～0.4k）

0.0k 0.2k 0.4k
0.6k 0.8k

1.1k
1.3k 1.5k 1.7k

2.0k
2.2k 2.8k

3.1k
3.3k

3.5k 3.7k

2.4k 2.6k

※フラッシュとは、砂州等の堆積物が洪水により流される現象の事を指します。
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３．河川整備の実施に関する事項の進捗状況 （３）流水の適正な利用及び正常な機能の維持
①良好な水質の維持 ②流況の改善

維持流量の検討状況(図3.3.3）

検討項目 決定根拠等

①動植物の生息・生育の状況 アユ、サクラマス、サケ、ウグイ等の産卵・移動に必要な流量。

②景観 景観を損なわない水面幅を確保するために必要な流量をフォトモンタージュによるアンケート
調査から設定。

③流水の清潔の保持 基本方針以降、新たな流総計画の策定実績はなく、環境基準地点が策定済のA-1区間に属
すること及び、常願寺川は水質環境基準をほぼ満足していることから検討の対象とはしない。

④舟運 舟運利用はなく、将来においても舟運の計画がないことから設定しない。

⑤塩害の防止 過去に塩害被害がないことから設定しない。

⑥河口閉塞の防止 洪水時にフラッシュ可能であり、過去にも障害は生じていないことから設定しない。

⑦河川管理施設の保護 河川管理施設は永久構造物であることから設定しない。

⑧地下水位の維持 平常時の地下水位は、河川流量との関係が希薄であり、地下水の維持の観点からの必要流
量は設定しない。

維持流量の検討

魚類の必要流量検討状況

瀬の中央

瀬の出口

瀬の入口
①魚類の移動に利用される瀬

を対象に流量観測を実施
②流量観測結果から、流量～

水深関係，流量～流速関係
を把握

③生息・成育に必要な水理条
件に応じた流量を算定

景観の必要流量検討状況

代表的な瀬の流量観測結果から
水深～流量関係式を作成

ｱﾝｹｰﾄ調査実施状況

大日橋地点のフォトモンタージュ

流量約4.3m3/s

流量約0.7m3/s

魚類の生息・生育状況や景観より検討した維持流量
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BOD75%値の経年変化(図3.3.1）

河道内の伏没・還元調査(図3.3.2）

常願寺川の河川水と地下水の水位を調査し、河
川水の伏没・還元機構を把握
飽和不飽和浸透流解析モデルを構築し、河道内
の伏没量・還元量を設定

地下水位等高線図（非かんがい期）

地下水位の観測結果から常願寺川の
右岸側の方が地下水位が高く、右岸
側から左岸側に水が抜けていくと推察

河川流量の調査状況 地下水位の調査状況

流量観測による水収支の把握（かんがい期）

伏没還元

流杉放水路
からの流入

流杉放水路より上流
は伏没と還元が交互
に生じている

還元伏没

常東常西合口
用水による取水

伏没

◼ 河川整備計画策定以降、水質（BOD75％値）は環境基準を満足しており、良好の水質が維持されている。（図3.3.1）
◼ 河川整備基本方針策定時に未設定であった常願寺大橋上流から横江堰堤までの区間の正常流量を設定するため、維持流量

(魚類の産卵や移動に必要な流量、景観を損なわない流量等)の検討や河道内の伏没・還元機構に関する調査及び解析（飽和
不飽和浸透流解析）を実施。（図3.3.2、図3.3.3）

区間 期別
維持流量

(m
3
/s)

設定根拠

0.0k～3.1k 通年 3.83 H17河川整備基本方針
9～10月 3.75 【魚類】アユの産卵流速条件
11～8月 2.69 【魚類】ｻｹ･ｻｸﾗﾏｽの移動水深条件
4～6月 2.41 【魚類】ウグイの産卵流速条件
7～8月 1.40 【景観】ﾌｫﾄﾓﾝﾀﾞｰｼﾞｭによる許容可能率50%
9～10月 1.46 【魚類】ｻｸﾗﾏｽ産卵流速条件
11～3月 1.40 【景観】ﾌｫﾄﾓﾝﾀﾞｰｼﾞｭによる許容可能率50%

3.1k～11.5k

11.5k～21.5k



３．河川整備の実施に関する事項の進捗状況 （４）河川環境の整備と保全
①河川環境の保全、流域内の生物の生息・生育環境の連続性確保 ②歴史的・文化的施設の活用

◼ 河川環境の保全や生物の生息・生育環境の確保に効果のある「巨石付き盛土砂州を用いた河岸防護工」を採用。（図3.4.1）
◼ 常願寺川の歴史・文化や先人達の取組・想いを学ぶことができるパネル展示や現場見学マップの作成、現場見学会を開催。
◼ 富山県では、立山砂防の世界文化遺産登録に向けて様々な活動を展開。（図3.4.2）
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河岸防護工における環境に配慮した川づくり(図3.4.1）

ワンドを利用した
アユの産卵

巨石の間隙に生息する
シマヨシノボリ

11.7k右岸（H24.6施工）

アキグミ群落の回復状況

巨石付き盛土砂州を
用いた河岸防護工

施工後2年目 施工後5年目

上空からの様子

常願寺川の歴史的･文化的施設の活用(図3.4.2）

富山湾から立山連峰までを一望でき
る富山地区広域圏クリーンセンター
の展望台に、常願寺川の歴史・文化
や先人達の取組・想いを学ぶことが
できる展示パネル等を設置

常願寺川の砂防施設は、厳しい自然環境の中で下流の
住民を災害から守り続けてきた学術的に価値の高い近
代砂防施設群であり、防災遺産として世界文化遺産登
録を目指す様々な活動を展開

国際防災学会富山大会
（出典：富山県HP）

クリーンセンター展望台での展示状況

展望台

常願寺川の昭和44年災から50年
となる令和元年に現場見学会や巡
回パネル展を開催

元気交流ステーション（五百石駅）での
パネル展示

現場見学会（立山カルデラ）

立山砂防防災遺産シンポジ
ウム（出典：富山県HP）

大場の大転石の見学

常願寺川の氾濫と治水の歴史を
めぐる現場見学マップを作成

巨石付き盛土砂州の構造

洪水流を河岸際から離すことで河岸際の侵食・洗掘を防ぐ「巨石付き盛土砂州を用いた河岸防護工」
を低水護岸による急流河川対策と併せて実施。
巨石付き盛土砂州には、現地の巨石や土砂を使用しており、施工後５年程度で、常願寺川の代表的
な河原植生であるアキグミ群落が回復。周辺には魚類が生息。
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３．河川整備の実施に関する事項の進捗状況 （４）河川環境の整備と保全
③住民のニーズ等に応じた多様な利用空間の創造（河川空間の利活用)

◼ 河川空間利用実態調査（「川の通信簿調査」、「河川空間利用者数調査」）を定期的に実施し、市民からの意見や利用状況の変
化を把握することで、河川空間の適切な管理を実施している。（図3.4.3、図3.4.4）

◼ 安心して河川空間を利用できるように、安全利用点検を職員及び自治体と合同で実施 （図3.4.5）

川の通信簿調査(図3.4.3）

川の通信簿調査状況川の通信簿調査（令和元年（2019年）度）

河川空間利用者数調査(図3.4.4）

安全利用点検の実施状況

安全利用点検(図3.4.5）
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• 河川空間の親 しみやすさを、市民との共同作業によるアンケート調査により評価す
るとともに、 その結果から、良い点・悪い点を把握し、河川整備計画や日常の維持

管理等に反映し、良好な河川空間の保全、整備を図ることを目的として実施。

川の通信簿調査地点

・常願寺川公園 ・殿様林公園 ・豊水橋

• 利用形態別の利用状況は散策等とスポーツが
圧倒的に多く、例年9割以上となっている。

• 利用場所別の利用状況は高水敷が大半を占め
ている。

• 常願寺川における河川空間利用は、常願寺川
公園や殿様林緑地等の広い高水敷でのスポー
ツや散策利用が多いことが特徴である。

• 大勢の人が集まる場所を中心に、危険な箇所はないか、安
全に利用で きるようになっているか等の確認を公園管理者
である地域の自治体などと合同で実施。

• 点検の結果、危険と判断した箇所は補修を行い、安心して
河川に接することのできる施設整備を目指している。

危険個所の補修状況(岩峅野桜づつみ公園遊歩道)
い わ く ら の

段差あり 段差解消



３．河川整備の実施に関する事項の進捗状況 （５）河川の維持管理
①河川管理の高度化と防災情報の質の向上、防災情報の伝達の迅速化等

◼ 雨量・水位の情報やリアルタイム映像の情報を提供することにより、住民等の避難や水防管理者による水防活動を支援している。
（図3.5.1）

◼ 任意の堤防決壊地点で拡大していく状況が時系列でわかる氾濫シミュレーション（浸水ナビ）や、発生頻度別の浸水想定区域図
（水害リスクマップ）を公表している。（図3.5.2）

◼ タイムラインの作成支援や水防工法研修会の開催、防災教育を行っている。（図3.5.3、図3.5.4、図3.5.5）
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雨量・水位情報等の提供（図3.5.1） 災害リスクの情報の評価・共有の実施状況（図3.5.2）

水防技術の研鑽（図3.5.4）防災行動計画（タイムライン）の作成支援（図3.5.3）

雨量・水位情報の提供（川の防災情報）

浸水ナビ
（地点別浸水シミュレーション検索システム）

逃げキッド（マイ・タイムライン検討ツール）等

多段階の浸水想定図
（水害リスクマップ）

防災教育（図3.5.5）

水防工法研修会
（積土のう工） 富山市水橋中部小学校での実施状況（令和3年(2021年）10月

各頻度に応じて浸水想定
を多段階に表示

1/10

1/50

1/150



３．河川整備の実施に関する事項の進捗状況 （５）河川の維持管理
②河川・河川管理施設の巡視・点検・調査（監視）

◼ 河道の形状を把握するための縦横断測量や、水文観測を継続的に実施し、河川の状態把握に努めている。
◼ 洪水時に堤防等の河川管理施設がその機能を発揮できるよう、平常時から河川管理施設の点検や河川の巡視・点検を実施し

ている。（図3.5.6）
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河川巡視河床材料調査

堤防除草堤防点検

河川・河川管理施設の点検(図3.5.6）

流量観測（低水）

航空レーザ測深による河川定期横断測量



３．河川整備の実施に関する事項の進捗状況 （５）河川の維持管理
③河道・河川管理施設の維持管理（評価・改善）

◼ 流下能力に影響を及ぼしたり、偏流を起こし河川管理施設等への影響がある河道内の樹木については、有識者の意見を踏ま
えて環境に配慮しつつ伐採している。（図3.5.7）

◼ 伐採した樹木は無償提供しているほか、伐採後２～３年サイクルでＢＨ踏み倒し等による再繁茂抑制対策を実施し、コスト縮減
を図っている。（図3.5.7）

◼ 堤防や護岸等の河川管理施設は、洪水等に対する所要の機能が発揮されるよう定期的に点検を行い、機能や質の低下を早期
に発見し、河川管理上支障が生じないよう維持修繕を行っている。（図3.5.8） 
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伐採前

樹木伐採の状況(図3.5.7） 河川管理施設の補修状況(図3.5.8）

護岸の被災

補修後
伐採後

伐採した樹木の無償配布 再繁茂抑制対策

【BHによる踏み倒し】

【BHバケットによる削り取り整形】

【切株への成長調整剤塗布】
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H30

３．河川整備の実施に関する事項の進捗状況 （５）河川の維持管理 ④環境モニタリング

◼ 河川環境を適切に把握するため「河川水辺の国勢調査」を継続して実施しており、最新の調査では、重要種として魚類14 種、底
生動物9種、植物6種、鳥類17種、両爬哺類4種、陸上昆虫類23種が確認されている。（図3.5.9、図3.5.10）

◼ 魚類について、汽水・海水魚を除き生活型別の種数に大きな経年変化は見られず、外来種の定着は発生していない。（図3.5.11）
◼ 外来種であるｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ群落及びﾊﾘｴﾝｼﾞｭ群落については増加傾向にあるため、今後の拡大に注意が必要。（図3.5.12）

ﾊﾘｴﾝｼﾞｭ群落が増加
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：常願寺川流 

    

水辺の国勢調査の実施状況（図3.5.9）

魚種数の経年変化（図3.5.11）

ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ群落が増加国外外来種の確認状況

地区別の魚類確認種数の経年変化

魚類 底生動物 植物 鳥類 両爬哺 陸上昆虫

１巡目 H08 H03 H05 H04 H07 H06
２巡目 H13 H08 H10 H09 H12 H11
３巡目 H18 H13 H15 H14 H17 H16
４巡目 H23 H19 H21 H24 H27 H22
５巡目 H28 H24 R01 - - R02
６巡目 R03 H29 - - - -
７巡目 - R04 - - - -

• 底生生物では下流部の海水の侵入度合いにより確認種が変動しやすいこと、生息個体
数が少なく単年度しか確認されていない種があり、調査年によってばらつきがある。

• 陸上昆虫は、成虫の発生時期が短い種や個体数密度が低い種があり、調査年によって
確認種数にばらつきがある。

重要種の経年変化（図3.5.10）
調査年度
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植生の変遷（図3.5.12） 植生面積の変遷
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調査年度
科名 和名 外来種選定根拠

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれ
のある外来種ﾘｽﾄ(H27.3.26 環境省)

外来種ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ(H15.9 日本生態学会)
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３．河川整備の実施に関する事項の進捗状況 （５）河川の維持管理
⑤地域と連携・協働する河川管理

◼ 小中学生を対象に、水生生物調査や水質調査を通じた環境教育への支援を行っているほか、川への親しみを持ってもらい、故
郷の川の将来について考える機会を設けることを目的とした「川の絵画コンクール」を毎年開催している。（図3.5.13）

◼ 河川へのゴミの不法投棄の実情を周知し、不法投棄の抑制を図るため「ゴミマップ」を毎年作成・公表している。（図3.5.14）

不法投棄等への対応（図3.5.14）
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小学生による水生生物・水質の調査

総合学習の支援等(図3.5.13）

不法投棄されたゴミ
（令和４年度 常願寺川）
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４．流域の社会情勢等の変化 （１）土地利用、人口・資産等の変化

◼ 常願寺川流域の土地利用状況は、常願寺川水系河川整備計画策定以降、大きな変化は見られない。（図4.1.1）
◼ 常願寺川流域の関係市町村における総人口は近年減少傾向であるが、一般世帯数は増加傾向にある。 （図4.1.2）
◼ 近年の製造品出荷額については、常願寺川水系河川整備計画が策定された平成21年（2009年）以降、増加傾向にある。（図4.1.3）
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土地利用の推移(図4.1.1） 人口、世帯数の変化(図4.1.2）

製造品出荷額の変化 (図4.1.3）

関係市町村の合計値：（富山県）富山市、立山町、舟橋村

関係市町村の合計値
（富山県）富山市、立山町、舟橋村

※氾濫域内人口は事業再評価資料より
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◼ 全国のアメダス地点における時間雨量50mmを超える短時間強雨の発生件数は約30年前の約1.4倍に増加している。（図4.2.1）
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年最大降雨量の推移(図4.2.1）

４．流域の社会情勢等の変化 （２）気候変動による外力の増大（全国）

1時間降水量50mm,80mm,100mm以上の年間発生回数（アメダス1300地点あたり）

50mm以 
1979～1988年
平均 227回

50mm以 
2013～2022年
平均 328回

約1.4倍
80mm以 
1979～1988年 平均15回
100mm以 
1979～1988年 平均3回

80mm以 
2013～2022年 平均25回
100mm以 
2013～2022年 平均4回



河川名 常願寺川 井田川 熊野川 渋江川

観測所名 大川寺
だ い せ ん じ

大沢野
お お さ わの

大橋
おおはし

神通
じ ん づ う

大橋
お お はし

杉原
す ぎ はら

橋
ば し

熊野橋
く ま の ば し

小牧
こ ま き

大門
だ い もん

津沢
つ ざ わ

石 
い す る ぎ

長江
な が え

蓮沼
はす ぬま

 先名
富山市

大山

富山市

葛原

富山市

神通町

富山市

八尾町

富山市

安養寺

砺波市

庄川町

射水市

大門

小矢部市

津沢

小矢部市

東福町

高岡市

長江

小矢部市

蓮沼

最高水位
(10 毎)

4.39 2.45 5.16 2.14 3.27 403 5.47 6.27 4.50 8.81 4.29

7月13日 7月13日 7月13日 7月13日 7月13日 7月13日 7月13日 7月13日 7月13日 7月13日 7月13日

3:00 8:40 3:00 1:20 2:20 1:00 3:20 1:30 2:20 4:00 2:40

危険度
レベル

基 準 水 位

５ 計 画 高 水 位 9.82 7.14 8.61 5.15 4.41 5,800 9.81 7.77 5.80 9.13 4.97

４ 氾 濫 危 険 水 位 6.61 6.60 8.00 3.20 3.90 4,000 7.70 6.60 5.30 7.30 4.80

３ 避 難 判  水 位 5.24 6.10 7.50 2.70 3.30 3,400 7.40 6.20 4.80 6.90 4.40

２ 氾 濫 注 意 水 位 5.10 5.10 5.00 2.20 2.60 1,000 5.50 5.20 2.50 5.80 3.70

1 水防団待機水位 4.20 4.50 4.50 1.50 2.00 600 5.00 4.70 1.70 5.00 3.20

記録日時

神通川 庄川 小矢部川

４．流域の社会情勢等の変化 （２）気候変動による外力の増大（富山県内）

◼ 令和5年7月12日から13日の大雨では、富山県内においても線状降水帯が発生し、記録的な大雨となった（図4.2.2）
◼ この大雨に伴う出水により、小矢部川（小矢部川水系）において氾濫危険水位を、神通川（神通川水系）、熊野川（神通川水系）、

渋江川（小矢部川水系）において氾濫注意水位を超える出水となった。常願寺川(常願寺川水系)、庄川(庄川水系)においても水
防団待機水位を超える水位を観測した。(図4.2.3)
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富山県での線状降水帯の発生(図4.2.2）

「令和５年７月１２日
から１３日の大雨に
関する富山県速報
（富山気象台 令和５
年７月２０日発表）」よ
り引用

7月12日に朝鮮半島から東北地方へのびていた梅雨前線が、13日にかけ
て北陸地方まで南下し停滞した。前線に向かって西から暖かく湿った空気
が流れ込み、北陸地方の上空には寒気が流れ込んだため、大気の状態が
非常に不安定となった
12日夜には富山県で線状降水帯が発生し、県内では非常に激しい雨が同
じ場所で降り続いた。

富山県内４水系７河川の出水状況(図4.2.3）

※

※「最高水位」は現段階での速報値であり、今後変更となる場合があります。

上滝
東別所

佐加野

小矢部

淵ヶ谷

砂子谷

：水位流量観測所
   ：時間雨量50mm以上

観測した雨量観測所（国）

顕著な大雨に関する富山県気象情報を補足する「線状降水帯」の表示
７月１２日２２時４０分の「今後の雨」 （１時間降水量）



0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

1
94
0
(S
1
5)

1
94
1
(S
1
6)

1
94
2
(S
1
7)

1
94
3
(S
1
8)

1
94
4
(S
1
9)

1
94
5
(S
2
0)

1
94
6
(S
2
1)

1
94
7
(S
2
2)

1
94
8
(S
2
3)

1
94
9
(S
2
4)

1
95
0
(S
2
5)

1
95
1
(S
2
6)

1
95
2
(S
2
7)

1
95
3
(S
2
8)

1
95
4
(S
2
9)

1
95
5
(S
3
0)

1
95
6
(S
3
1)

1
95
7
(S
3
2)

1
95
8
(S
3
3)

1
95
9
(S
3
4)

1
96
0
(S
3
5)

1
96
1
(S
3
6)

1
96
2
(S
3
7)

1
96
3
(S
3
8)

1
96
4
(S
3
9)

1
96
5
(S
4
0)

1
96
6
(S
4
1)

1
96
7
(S
4
2)

1
96
8
(S
4
3)

1
96
9
(S
4
4)

1
97
0
(S
4
5)

1
97
1
(S
4
6)

1
97
2
(S
4
7)

1
97
3
(S
4
8)

1
97
4
(S
4
9)

1
97
5
(S
5
0)

1
97
6
(S
5
1)

1
97
7
(S
5
2)

1
97
8
(S
5
3)

1
97
9
(S
5
4)

1
98
0
(S
5
5)

1
98
1
(S
5
6)

1
98
2
(S
5
7)

1
98
3
(S
5
8)

1
98
4
(S
5
9)

1
98
5
(S
6
0)

1
98
6
(S
6
1)

1
98
7
(S
6
2)

1
98
8
(S
6
3)

1
98
9
(H
1
)

1
99
0
(H
2
)

1
99
1
(H
3
)

1
99
2
(H
4
)

1
99
3
(H
5
)

1
99
4
(H
6
)

1
99
5
(H
7
)

1
99
6
(H
8
)

1
99
7
(H
9
)

1
99
8
(H
1
0)

1
99
9
(H
1
1)

2
00
0
(H
1
2)

2
00
1
(H
1
3)

2
00
2
(H
1
4)

2
00
3
(H
1
5)

2
00
4
(H
1
6)

2
00
5
(H
1
7)

2
00
6
(H
1
8)

2
00
7
(H
1
9)

2
00
8
(H
2
0)

2
00
9
(H
2
1)

2
01
0
(H
2
2)

2
01
1
(H
2
3)

2
01
2
(H
2
4)

2
01
3
(H
2
5)

2
01
4
(H
2
6)

2
01
5
(H
2
7)

2
01
6
(H
2
8)

2
01
7
(H
2
9)

2
01
8
(H
3
0)

2
01
9
(R
1
)

2
02
0
(R
2
)

2
02
1
(R
3
)

2
02
2
(R
4
)

流
 
平
均
2日
雨
量
（
m
m/
2日
）

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

1
96

2
(S

3
7
)

1
96

3
(S

3
8
)

1
96

4
(S

3
9
)

1
96

5
(S

4
0
)

1
96

6
(S

4
1
)

1
96

7
(S

4
2
)

1
96

8
(S

4
3
)

1
96

9
(S

4
4
)

1
97

0
(S

4
5
)

1
97

1
(S

4
6
)

1
97

2
(S

4
7
)

1
97

3
(S

4
8
)

1
97

4
(S

4
9
)

1
97

5
(S

5
0
)

1
97

6
(S

5
1
)

1
97

7
(S

5
2
)

1
97

8
(S

5
3
)

1
97

9
(S

5
4
)

1
98

0
(S

5
5
)

1
98

1
(S

5
6
)

1
98

2
(S

5
7
)

1
98

3
(S

5
8
)

1
98

4
(S

5
9
)

1
98

5
(S

6
0
)

1
98

6
(S

6
1
)

1
98

7
(S

6
2
)

1
98

8
(S

6
3
)

1
98

9
(H

1
)

1
99

0
(H

2
)

1
99

1
(H

3
)

1
99

2
(H

4
)

1
99

3
(H

5
)

1
99

4
(H

6
)

1
99

5
(H

7
)

1
99

6
(H

8
)

1
99

7
(H

9
)

1
99

8
(H

1
0
)

1
99

9
(H

1
1
)

2
00

0
(H

1
2
)

2
00

1
(H

1
3
)

2
00

2
(H

1
4
)

2
00

3
(H

1
5
)

2
00

4
(H

1
6
)

2
00

5
(H

1
7
)

2
00

6
(H

1
8
)

2
00

7
(H

1
9
)

2
00

8
(H

2
0
)

2
00

9
(H

2
1
)

2
01

0
(H

2
2
)

2
01

1
(H

2
3
)

2
01

2
(H

2
4
)

2
01

3
(H

2
5
)

2
01

4
(H

2
6
)

2
01

5
(H

2
7
)

2
01

6
(H

2
8
)

2
01

7
(H

2
9
)

2
01

8
(H

3
0
)

2
01

9
(R

1
)

2
02

0
(R

2
)

2
02

1
(R

3
)

2
02

2
(R

4
)

年
最

大
流

量
（
m

3
/
s）

整備計画目標流量 4,600m3/s

４．流域の社会情勢等の変化 （３）洪水等の発生状況

◼ 河川整備計画策定（平成21年（2009年））以降に、常願寺川（瓶岩地点）で記録した最大流量は平成29年（2017年）7月洪水の
1,072m3/sであり、整備計画目標流量を超える洪水は発生していない。（表4.3.1、図4.3.1）

◼ 常願寺川流域の年最大2日雨量では、平成30年（2018年）7月に観測史上第4位の雨量（332mm/2日）を記録している。（図4.3.2）

観測史上第10位までの洪水(表4.3.1）

順位 年月日
流量

(m3/s)

1 昭和44年(1969年)8月11日 3,975 

2 平成17年(2005年)6月30日 1,720 

3 平成10年(1998年)8月12日 1,545 

4 昭和53年(1978年)6月27日 1,353 

5 平成7年(1995年)7月12日 1,237 

6 平成8年(1996年)6月25日 1,193 

7 平成16年(2004年)7月18日 1,132 

8 平成29年(2017年)7月4日 1,072 

9 昭和56年(1981年)7月3日 1,060 

10 昭和59年(1984年)7月8日 1,025 

洪水発生状況（瓶岩地点の年最大流量）(図4.3.1）

常願寺川流域の年最大2日雨量(図4.3.2）

第1位 S44.8洪水

第4位 S53.6洪水

第9位 S56.7洪水

第10位 S59.7洪水

第2位 H17.6洪水

第3位 H17.8洪水

第5位 H7.7洪水

第6位 H8.6洪水

第7位 H16.7洪水

第8位 H29.7洪水

332.4mm/2日
（H30.7）

※R4年は暫定値

2005（H17）年
河川整備基本方針策定

1975（S50）年
工事実施基本計画策定

2009（H21）年
河川整備計画策定

460.1mm/2日
（S44.8）

29



2日雨量(mm) 発 日 2日雨量(mm) 発 日 2日雨量(mm) 発 日 2日雨量(mm) 発 日

1 313.0 1969(S44)/8/11 1 592.0 1978(S53)/6/26 1 414.0 1983(S58)/8/18 1 411.0 2018(H30)/7/6

2 266.0 2018(H30)/7/6 2 564.0 1995(H7)/7/12 2 342.0 2018(H30)/7/6 2 311.0 2017(H29)/8/8

3 265.0 2016(H28)/7/26 3 520.0 1984(S59)/7/8 3 331.0 2017(H29)/8/8 3 304.5 1983(S58)/8/18

4 236.0 1996(H8)/6/25 4 451.0 1983(S58)/7/21 4 322.0 2005(H17)/6/29 4 275.0 1999(H11)/9/15

5 228.0 1965(S40)/9/17 5 423.0 2005(H17)/6/29 5 294.0 1996(H8)/6/25 5 270.0 2005(H17)/6/29

6 214.0 2012(H24)/7/7 6 413.0 1975(S50)/7/12 6 282.0 1995(H7)/7/12 6 236.0 2021(R3)/8/14

7 214.0 2017(H29)/8/8 7 410.0 1983(S58)/7/25 7 253.0 2021(R3)/8/14 7 220.0 2014(H26)/10/14

8 213.0 2005(H17)/6/29 8 403.0 2018(H30)/7/6 8 241.0 1984(S59)/7/8 8 217.0 1983(S58)/9/28

9 207.0 2014(H26)/10/14 9 399.0 1995(H7)/7/16 9 240.0 1981(S56)/7/2 9 203.5 1990(H2)/9/20

10 202.5 1981(S56)/8/23 10 391.0 2021(R3)/7/5 10 237.0 1983(S58)/9/28 10 198.5 1982(S57)/9/12

岩井谷
順位

祐延
順位

小見
順位

室堂
順位

◼ 祐延観測所では、平成30（2018）年7月に観測史上最大の2日雨量を記録したほか、河川整備計画策定（平成21（2009）年）以降
に大きな2日雨量の頻度が増加。（図4.4.1、表4.4.1、図4.4.2 ）小見観測所では時間雨量30mm以上の頻度も増加。（表4.4.2、図
4.4.3）

◼ これらの事象を分析し、今後、気候変動に伴う基本方針、整備計画の見直しに関する検討を進める。

常願寺川流域の雨量観測所(図4.4.1）
■：H21（河川整備計画策定）以降に発生した降雨

小見観測所の時間雨量上位10位と時間雨量
30mm以上の発生回数 (表4.4.2、図4.4.3)

各雨量観測所における2日雨量の上位10位 (表4.4.1）

小見（国交省）

祐延（国交省）

岩井谷（国交省）

室堂（国交省）

４．流域の社会情勢等の変化 （４）常願寺川流域における降雨状況

2日雨量200mm以上の発生回数 (図4.4.2）
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2
0
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0.3 0.7

時 雨量(mm) 発 日

1 70.0 1969(S44)/8/11

2 63.0 1981(S56)/8/23

3 55.0 2004(H16)/7/18

3 55.0 2016(H28)/7/27

5 53.0 1979(S54)/10/1

5 53.0 1998(H10)/8/2

7 52.0 2021(R3)/8/7

8 48.0 1998(H10)/8/12

9 46.0 2007(H19)/8/19

10 40.0 2013(H25)/8/23

順位
小見

※10年平均発生回数は観測所毎に以下の方法で評価
 小 見：至近60年（1963～2022年）で評価
 室 堂：至近50年（1973～2022年）で評価
岩井谷：至近40年（1983～2022年）で評価
  祐  延：至近40年（1983～2022年）で評価

2日雨量の上位10位
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５．地域の意向 （１）地域の要望事項及び地域との連携

◼ 昭和46年12月に富山市、立山町、上市町、舟橋村で構成する「神通川水系・常願寺川直轄河川改修期成同盟会」（現：神通川
水系・常願寺川直轄河川改修促進期成同盟会）が組織され、毎年、常願寺川の早期改修について積極的な要望活動を実施。
（図5.1.1）

◼ 全国で頻発している激甚な水害や、気候変動による更なる水害の激甚化・頻発化に備えて、流域全体のあらゆる関係者（国・
県・市村・企業等）が協働し、流域全体で水害を軽減させる対策（＝「流域治水」）を計画的に推進するため、令和2年9月に「常願
寺川・神通川・庄川及び小矢部川流域治水プロジェクト協議会」を設立。（図5.1.2）

◼ 出水期前には、関係水防機関（国、県、市町村、水防団等）と地域住民が合同で河川巡視を実施（図5.1.3）

令和５年度重点事項に関する要望書(図5.1.1)
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合同河川巡視(図5.1.3)

常願寺川・神通川・庄川及び小矢部川流域治水プロジェクト
協議会(図5.1.2)



６．河川整備に関する新たな視点 （１）気候変動を踏まえた治水計画
①「流域治水」への転換

◼ これまで、大規模氾濫に関する減災対策協議会での取組みにより、施設能力を超過する洪水が発生するものへと意識を改革し、
氾濫に備える「水防災意識社会」の再構築を進めてきた。

◼ 気候変動による水災害リスクの増大に備えるため、この取組をさらに一歩進め、あらゆる関係者が協働して流域全体で対応す
る「流域治水」への転換を推進し、防災・減災が主流となる社会を目指す。
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施設能力を超過する洪水が発生することを前提に、社会全体で洪水に備える、水防災意識社会の再構築
洪水防御の効果の高いハード対策と命を守るための避難対策とのソフト対策の組合せ

今後も水災害が激化。これまでの
水災害対策では安全度の早期向上
に限界があるため、整備の加速と、
対策手法の充実が必要。

気候変動の影響

人口減少や少子高齢化が進む中、
「コンパクト+ネットワーク」を
基本とした国土形成により地域の
活力を維持するためにも、水災害
に強い安全・安心なまちづくりが
必要。

社会の動向

5GやAI技術やビッグデータの活
用、情報通信技術の進展は著しく、
これらの技術を避難行動の支援や
防災施策にも活用していくことが
必要。

技術革新

○ 近年の水災害による甚大な被害を受けて、施設能力を超過する洪水が発生することを前提に、社会全体で洪
水に備える水防災意識社会の再構築を一歩進め、気候変動の影響や社会状況の変化などを踏まえ、あらゆる関
係者が協働して流域全体で行う、流域治水への転換を推進し、防災・減災が主流となる社会を目指す。

これまでの対策

こ
れ
か
ら
の
対
策

気候変動を踏まえた、計画の見直し

持続可能性

将来にわたり、継続的に対策に
取組、社会や経済を発展させる

河川の流域全体のあらゆる関係者が協働して
流域全体で行う持続可能な治水対策

「流域治水」への転換

強靭性

甚大な被害を回避し、早期復旧・
復興まで見据えて、事前に備える

包摂性

あらゆる主体が協力して
対策に取り組む

変

化

対策の
重要な
観点



６．河川整備に関する新たな視点 （１）気候変動を踏まえた治水計画
②「流域治水」の考え方

森林整備・治山対策

水田貯留 ため池等
の活用

雨水貯留施設
の整備バックウォータ―

対策

排水機場の整備 リスクが低い
地域への移転

学校施設の
浸水対策

海岸保全施設の整備

雨水貯留・排水
施設の整備

堤防整備・強化

遊水地整備

河道掘削

治水ダムの
建設・再生

利水ダム
の活用

集水域

河川区域

氾濫域

砂防関係施設
の整備

リスクの高い地
域

○ 気候変動の影響や社会状況の変化などを踏まえ、河川の流域のあらゆる関係者が協働して流域全体で行う治水
対策、「流域治水」へ転換。

○ 治水計画を「気候変動による降雨量の増加などを考慮したもの」に見直し、集水域と河川区域のみならず、氾濫域
も含めて一つの流域として捉え、地域の特性に応じ、①氾濫をできるだけ防ぐ、減らす対策、②被害対象を減少さ
せるための対策、③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策をハード・ソフト一体で多層的に進める。

集水域

流水の貯留
[国・県・市・利水者]

治水ダムの建設・再生、
利水ダム等において貯留水を
事前に放流し洪水調節に活用

[国・県・市]
土地利用と一体となった遊水
機能の向上

持続可能な河道の流下能力の
維持・向上
[国・県・市]

河床掘削、引堤、砂防堰堤、
雨水排水施設等の整備

氾濫水を減らす
[国・県]

「粘り強い堤防」を目指した
堤防強化等

雨水貯留機能の拡大
[県・市、企業、住民]

雨水貯留浸透施設の整備、
ため池等の治水利用

浸水範囲を減らす
[国・県・市]

二線堤の整備、
自然堤防の保全

リスクの低いエリアへ誘導／
住まい方の工夫

[県・市、企業、住民]
土地利用規制、誘導、移転促進、
不動産取引時の水害リスク情報提供、
金融による誘導の検討

河川区域

県 ：都道府県
市 ：市町村
[ ]：想定される対策実施主体

氾濫域 氾濫域土地のリスク情報の充実
[国・県]

水害リスク情報の空白地帯解消
多段型水害リスク情報を発信

避難体制を強化する
[国・県・市]

長期予測の技術開発、
リアルタイム浸水・決壊把握

経済被害の最小化
[企業、住民]

工場や建築物の浸水対策、
BCPの策定

住まい方の工夫
[企業、住民]

不動産取引時の水害リスク情報
提供、金融商品を通じた浸水対
策の促進

被災自治体の支援体制充実
[国・企業]

官民連携によるTEC-FORCEの
体制強化

氾濫水を早く排除する
[国・県・市等]

排水門等の整備、排水強化

②被害対象を減少させるた
めの対策

①氾濫をできるだけ防ぐ
・減らすための対策

③被害の軽減、早期復
旧・復興のための対策
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◼ 気候変動の影響や社会状況の変化などを踏まえ、河川の流域のあらゆる関係者が協働して流域全体で行う治水対策、「流域
治水」へ転換。

◼ 治水計画を「気候変動による降雨量の増加などを考慮したもの」に見直し、集水域と河川区域のみならず、氾濫域も含めて一つ
の流域として捉え、地域の特性に応じ、➀氾濫をできるだけ防ぐ、減らす対策、②被害対象を減少させるための対策、③被害の
軽減、早期復旧・復興のための対策をハード・ソフト一体で多層的に進める。



６．河川整備に関する新たな視点 （１）気候変動を踏まえた治水計画
③「常願寺川水系流域治水プロジェクト」

令和3年3月策定（令和5年3月更新）
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７．河川整備計画の点検結果
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【点検結果】

課題解決に向けたモニタリングや検討を進めつつ、引き続き、現計画に基づき河川整備を実施していく。
併せて気候変動等に伴う河川整備基本方針、河川整備計画の変更に関する検討を行っていく。

【流域の社会情勢等の変化】

• 常願寺川流域の関係市町における総人口は近年減少傾向にあるが、世帯数は増加傾向にある。

• 製造品出荷額については、近年増加傾向にある。

• 河川整備計画策定以降において、整備計画目標流量を上回る洪水は発生していない。ただし、今後、気候変動に伴い降雨量及
び流量の増加が見込まれることから、現行の急流河川対策の検討が必要。

➔気候変動を踏まえた外力に応じた急流河川対策等の検討が必要。

【河川整備に関する新たな視点】
• 全国的な洪水の激甚化や気候変動による影響等を踏まえ、流域内のあらゆる関係者が協働して流域全体で対応する治水対策

「流域治水」へ転換。令和3（2021年）年3月に常願寺川水系流域治水プロジェクトを公表し、その深化、推進を図っている。

➔現計画に基づき河川区域内で行う河川整備に加え、「流域治水」の深化・推進が必要。

【河川整備の実施に関する事項の進捗状況】

• 河川整備計画策定以降、急流河川特有の流水の強大なエネルギーに対する堤防の安全を確保するため、急流河川対策（根継ぎ
護岸、前腹付工）を優先的に進めている。

• 河川整備計画策定以降に実施された急流河川対策の整備により、令和5年度末時点では、計画規模の洪水（瓶岩地点：
4,600m3/s）を流下させた場合の想定氾濫被害が、浸水面積で1,904ha解消される。

• 根継ぎ護岸を施工した箇所で護岸沿いに流路が固定化し、さらなる護岸の延伸が必要となる問題に対しては、巨石付き盛土砂州
を併用することで防止。ただし、施工後に大きな洪水が発生していないことから実洪水に対する検証が引き続き必要。

• 河積不足により流下能力が不足している河口部(0.0k～2.6k)については、出水時における河床低下等のメカニズムの解明に向け
て、モニタリングの継続実施が必要。

➔現計画に基づき整備を進める過程で生じた問題に対しては、新たな技術の導入等により対応してきたところであ
るが、引き続き検証を行い、河口部対策も含めモニタリングが必要。河

川
整
備
の
実
施



目標 目標に対する実施項目 点検項目と結果 今後の方針

洪
水
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

急流河川特有の流水の強大な
エネルギーに対する堤防の安
全確保

• 急流河川対策

• 急流河川のメカニズム解
明に向けた調査研究

• 巨石を用いた新たな河岸
侵食対策

 急流河川対策の実施状況
【事業の進捗及び進捗見通し】
【完了箇所】右岸2.8～3.7k（水橋地区）、左岸6.8～8.2k（朝日地区）、

 左岸9.1k（朝日地区）、左岸9.7～10.0k（朝日地区）、
左岸11.5k（西ノ番地区）、左岸13.5k（西ノ番地区）、
 左岸14.2～14.6k（西ノ番地区）、左岸16.8k（上滝地区）、
 左岸17.1k（上滝地区）

【実施中箇所】右岸8.4～9.1k（利田地区）、右岸10.2～10.6k（日置地区）
【未実施箇所】左岸3.3k（一本木地区）、左岸4.0～4.2k（一本木地区）、

右岸4.8～5.3k（芝草地区）、左岸5.5～5.7k（一本木地区）

 モニタリング調査の実施状況
• 設置した巨石付き盛土砂州を用いた河岸防護工において、出水前・

中・後のモニタリング調査を実施。
• 中小洪水による効果について評価

 巨石付き盛土砂州を用いた河岸防護工の実施箇所
【完了箇所】5箇所 R7.1k、R9.2k、R11.7k、R13.5k、L8.4k

• 河川整備計画の事業展開(p12、図3.1.2)、
整備進捗状況位置図(p12、図3.1.3)のと
おり実施する。

• 引き続きモニタリング調査を実施する。

• 引き続き河道の状態をモニタリングしな
がら、必要に応じて巨石付き盛土砂州を
用いた河岸防護工を実施する。

洪水の越流・浸透への対応 • 河道の掘削

• 堤防整備

• 堤防の質的整備

 河道掘削の実施状況
【事業の進捗及び進捗見通し】
• 流下能力の不足している下流部で河川整備基本方針規模の洪水

（瓶岩4600m3/s）を安全に流下させるための掘削を実施
• 河川整備計画内容に対する整備状況は未実施。

 堤防整備の実施状況
【事業の進捗及び進捗見通し】
• 整備計画内容に対する整備状況は未実施
【未実施】上滝地区
【未実施】朝日地区

 堤防の浸透対策の実施状況
【事業の進捗及び進捗見通し】
• 整備計画内容に対する整備状況は未実施

• 引き続き洪水中の河床低下を把握する
ためのモニタリングを実施しながら、流
下能力を確保するための河道計画の検
討を進める。

• 河川整備計画の事業展開(p12、図3.1.2)、
整備進捗状況位置図(p12、図3.1.3)のと
おり実施する。

• 河川整備計画の事業展開(p12、図3.1.2)、
整備進捗状況位置図(p12、図3.1.3)のと
おり実施する。

減災への取り組み • 霞堤の適切な維持、保全  霞堤の機能維持の状況
• 現存する11箇所の霞堤は氾濫水の拡散防止機能が維持されている。 • 引き続き目標に対する実施項目を行う。

大規模地震等への対応 • 耐震対策

• 大規模地震等を想定した
避難訓練、災害防止訓練
等の実施

 耐震対策の実施状況
• 耐震性能照査検討より、常願寺川では対象施設はない。

 大規模地震等を想定した避難訓練、災害防止訓練等の実施状況の
確認

• 洪水対応演習の実施

• 必要に応じて目標に対する実施項目を
行う。

• 引き続き定期的に訓練を実施する。
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【河川整備計画の点検結果の詳細一覧】



目標 目標に対する実施項目 点検項目と結果 今後の方針

流
水
の
適
正
な
利
用
及
び
正
常

な
機
能
の
維
持

良好な水質の維持 • 水質モニタリング  水質（BOD75％値）状況の確認
【事業の進捗状況及び進捗見通し】
• 整備計画策定後は是地点で環境基準値を満たしている
【実施箇所】今川橋、常願寺橋、立山橋

• 引き続き水質モニタリングを実施する。

流況の改善 • 正常流量の検討

• 減水区間の緩和に向け関
係水利使用者との調整

 正常流量の検討状況
【事業の進捗状況及び進捗見通し】
• 維持流量、河川の伏没・還元機構について検討を実施。

 渇水の発生状況の確認
【事業の進捗状況及び進捗見通し】
• 近年渇水は発生していない
【実施箇所】瓶岩地点

• 引き続き目標に対する実施項目を進め
る。

• 引き続き流況等のモニタリングを実施す
る。
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【河川整備計画の点検結果の詳細一覧】



目標 目標に対する実施項目 点検項目と結果 今後の方針

河
川
環
境
の
整
備
と
保
全

河川環境の保全、流域内の生
物の生息・生育環境の連続性
確保

• 多自然川づくりの推進

• 生息・生育環境の連続性の
確保

• 生物への配慮

 多自然川づくりの実施
【事業の実施状況及び進捗見通し】
• 常願寺川の自然石（巨石）を用いた河岸侵食対策を実施し、環

境に配慮した石の川づくりに努めている。

 本川と支川間の連続性確保の状況の確認
【事業の実施状況及び進捗見通し】
• 整備計画策定後、本川と支川間の工事は行われておらず、未

実施

 生物の生息・生育環境の保全に有する整備状況の確認
【事業の実施状況及び進捗見通し】
• 巨石を用いた河岸防護工により、魚類の隠れ場、避難場をなる

空間を創出

• 引き続き環境に配慮した川づくりを実施し
ていく。

• 引き続きモニタリングを実施し、本川と支
川間の連続性を確保するため、必要に応
じて整備を実施する。

• 引き続き生物の生息・生育環境の保全に
有する整備に努めていくとともに、河川水
辺の国勢調査等によるモニタリングを実
施していく。

歴史的・文化的施設の活用、
河川空間の利活用、連携・協
働による河川管理の推進

• 常願寺川フィールドミュージ
アムの形成

• 住民のニーズを踏まえた多
様な利用空間の創造

• 巨石を用いた河岸侵食対
策等による水辺への近づき
やすさの確保

 歴史的な施設の活用状況の確認
【事業の実施状況及び進捗見通し】
• 自治体、地域住民と連携し、殿様林等の治水施設の保全に努

めている

 河川空間利用者数調査の確認
【事業の実施状況及び進捗見通し】
• 河川空間の利用環境の適切な管理に努めている
• 川の通信簿調査やイベントを開催し、河川空間の適正な利活

用を促進

 巨石付き盛土砂州を用いた河岸防護工の実施箇所
【完了箇所】5箇所 R7.1k、R9.2k、R11.7k、R13.5k、L8.4k

• 引き続き歴史的な治水、利水施設の活用
に努める。

• 引き続き河川空間の適正な利用を促進す
るため、河川空間環境の適切な管理に努
める。

• 引き続き河道の状態をモニタリングしなが
ら、必要に応じて巨石付き盛土砂州を用
いた河岸防護工を実施する。
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【河川整備計画の点検結果の詳細一覧】



目標 目標に対する実施項目 点検項目と結果 今後の方針

河
川
の
維
持
管
理

既存ストックの有効活用を図るための、効
率的・効果的な維持管理の実施

• 水防管理体制の強化・充実

• 地域の方々への防災情報の伝達の迅
速化と伝え方の工夫

 防災活動支援状況の確認
【事業の進捗状況及び進捗見通し】
• 重要水防箇所の巡視・点検、水防訓練等を

実施。

 地域住民への防災情報伝達状況の確認
【事業の進捗状況及び進捗見通し】

・雨量情報（XRAIN）、プッシュ型配信、Webなど
を通じたライブ映像等により、迅速な情報伝達
を実施
・想定最大規模洪水での浸水想定区域図、リ
スクマップの公表

• 引き続き、水防管理体制の強化・
充実に努める。

• 引き続き、水文情報の提供、浸水
想定区域図やリスクマップの公表、
防災活動の支援を通して、地域住
民の防災意識向上に努める。

• 土砂動態のモニタリング
• 総合土砂管理

 土砂動態に関するモニタリング調査状況の確
認

【事業の進捗状況及び進捗見通し】
• 常願寺川流砂系一貫とした土砂管理を推進

するため、関係機関との協議、モニタリングを
実施

• 引き続き流砂系で一貫とした土砂
管理を推進するための対策とモニ
タリングを実施していく。

• 河川管理施設の巡視・点検（監視）

• 河川の調査(監視)
✓ 河道状況の調査
✓ 水文観測
✓ 洪水後（洪水時）の調査
✓ 河床変動メカニズムの研究

 河川巡視の実施状況の確認
【事業の進捗状況及び進捗見通し】
• 河川巡視の実施等により、不法占用・不法行

為の監視・指導に努めている

 河川調査の実施状況の確認
【事業の進捗状況及び進捗見通し】
• 定期的な縦横断測量や水文観測、出水前・

後の河床高等のモニタリング調査を実施

• 引き続き河川巡視を行い、河川の
状態の継続的な把握に努める。

• 引き続き河川調査を行い、河川状
況の継続的な把握に努める。

• 河道・河川管理施設の維持管理(評価・
改善)

✓ 安定河道の維持・保全
✓ 樹木管理
✓ 護岸等の補修
✓ 堤防補修
✓ 堤防除草
✓ 堤防天端の舗装
✓ 樋門・樋管及び揚水機場の維持管理

 点検・維持管理の実施状況の確認
【事業の進捗状況及び進捗見通し】
• 河川維持管理計画に基づき、河川管理施設

等の点検や河道の管理、堤防除草等を実施

• 引き続き河川維持管理計画に基づ
き、適切な維持管理に努める。

• 大量の土砂流出への対応
(大規模地震等への対応)

 大規模地震等を想定した避難訓練、災害防
止訓練等の実施状況の確認

【事業の進捗状況及び進捗見通し】
• 洪水対応演習の実施

• 引き続き定期的に訓練を実施する。
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【河川整備計画の点検結果の詳細一覧】



目標 目標に対する実施項目 点検項目と結果 今後の方針

河
川
の
維
持
管
理

既存ストックの有効活用を図るための、効
率的・効果的な維持管理の実施

• 水質調査の継続実施等  水質自動監視装置や河川巡視員等に
よる監視の実施状況の確認

【事業の進捗状況及び進捗見通し】
• 水質観測の実施
【実施箇所】今川橋、常願寺橋、立山橋

• 引き続き水質観測を行い、河川水質の
継続的な把握に努める。

• 水質事故時の対応  水質事故訓練状況の確認
【事業の進捗状況及び進捗見通し】
• 富山県水質汚濁事故対策連絡会議と

合同で水質事故対策訓練を実施

• 引き続き定期的に訓練を実施する。

• 流況等のモニタリング  流況等のモニタリングの実施状況
【事業の進捗状況及び進捗見通し】
・河川の縦断的な流況モニタリングを実施。

• 引き続き流況モニタリングを実施し、流
水の正常な機能の維持に努める。

• 関係水利用者との渇水調整  渇水の発生状況の確認
【事業の進捗状況及び進捗見通し】
• 近年渇水は発生していない

• 引き続き渇水が生じた場合には、関係
機関や水利使用者等と連携し、情報の
伝達・共有を図り、被害拡大防止に努め
る。

• 正常流量設定に向けた調査  正常流量設定に向けた検討状況の確
認

【事業の進捗状況及び進捗見通し】
• 維持流量、河川の伏没・還元機構につ

いて検討を実施。

【実施箇所】基準地点 瓶岩

• 引き続き目標に対する実施項目を進め
る。

• 環境モニタリング  河川水辺の国勢調査や多自然川づくり
追跡調査の実施状況の確認

【事業の進捗状況及び進捗見通し】
• 河川水辺の国勢調査の実施

• 引き続き生物の生息・生育環境を把握
するため、河川水辺の国勢調査等によ
るモニタリングを実施していく。

• 地域と連携・協働する河川管理  「川の通信簿」の実施状況、河川愛護
モニター制度、ボランティアサポートプ
ログラムの実施、河川清掃の実施状況、
総合学習等の支援 等

【事業の進捗状況及び進捗見通し】
• 市民団体、ボランティアと協力し清掃活

動や桜の植樹等を実施

• 引き続き地域と連携・協働しながら河川
の維持管理を実施していく。
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